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研究成果の概要（和文）： 

チェルノブイリ組織バンクに研究期間の３年間に約1,000例の生体試料の登録がなされ、4,288

例の組織登録が完了している。被曝甲状腺癌には一つの決まった特徴はなく、被曝形式により形

態学的にも分子生物学的にも多様な形態を呈することを報告した。新規に低ヨード環境の影響、

成人症例の検討、FOXE1(TTF2)の変異、53BP1核内フォーカスの解析、microRNA解析を継続的に進

めている。 

  

研究成果の概要（英文）： 

The Chernobyl Tissue Bank has contributed to data/tissue collection and 4,288 cases have 

been registered. The age at diagnosis and the latency period from exposure to radiation 

were correlated with tumor morphology and aggressiveness. Low levels of iodine intake 

seemed to influence the formation of morphology. Specific genetic mutation by radiation 

injury has not been identified at individual levels.  
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１．研究開始当初の背景 

チェルノブイリ事故後に多発した小児甲状

腺がんのゲノム DNA解析は精力的になされて

きたが、放射線特異的な遺伝子異常は未だ見
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いだされていない。 

２．研究の目的 

研究の目的は『放射線被曝による甲状腺発が

ん分子機構を明らかにする』ことである。胎

内・乳幼児・若年被曝による放射線誘発甲状

腺がんの高リスク分子機構を、既に確立した

ゲノム DNA変異解析に加えエピジェネティッ

クな変異解析の両面から解明することを目

的とする。 

 

３．研究の方法 

(1)サンプル収集・データの保存 

チェルノブイリ組織バンク(CTB)を活用し、

かつ国内の病理組織の収集保存を行う。チ

ェルノブイリ組織バンクからは①非被曝小

児人口から発生した自然発症小児甲状腺が

ん症例、②小児期に被曝し現在激増してい

る成人甲状腺がん症例や子宮胎内被曝症例

の分与を継続申請する。国内施設からは①

日本の小児症例、② 原爆被爆関連甲状腺が

ん症例を追加収集する。 

(2)甲状腺がん発癌の代表的なゲノム DNA変

異解析 

ret/PTC再配列や BRAF突然変異を PCR、FISH

による腫瘍細胞単位での再配列の解析を定

量的に解析する。 

(3)DNA 修復・遺伝子安定性維持機構の損傷

の解析 

ホルマリン固定パラフィン切片を用い 53BP1

蛍光免疫染色で核内フォーカスの形成から

パターン分析を行う。 

(4)microRNA解析 

マイクロアレイを用いてmicroRNAの発現を網

羅的に解析し、甲状腺癌において発現異常を

示すmicroRNAを抽出する。自然発症乳頭癌症

例と正常甲状腺組織のRNA発現、コピー数にお

けるBac array CGHデータ、SNP配列のデータ

はCTBから提供を受ける。マイクロアレイ解析

は外部委託。microRNA labeling reagent and 

Hyb kitを用いmicroRNAを検出する。 

 

４．研究成果 

(1)研究期間に約 1,000 例の登録がなされ、

現在までに 4,288例におよぶ甲状腺腫瘍組織

が CTBに登録され、全症例のパラフィンブロ

ック、凍結標本、DNA、RNA核酸抽出物など生

体試料が収集管理されている。事故後 26 年

が過ぎ 212例の自然発症甲状腺がん症例が組

織バンクに登録されるに至り被曝症例との

詳細な比較解析が可能になってきた。 

(2)チェルノブイリ小児甲状腺癌の病理疫学

的な特徴として①若年者ほど放射線感受性

が高いこと、②短潜伏期では充実性要素、

ret/PTC3 再配列が高いこと、③高年齢被曝児

ほど分化型成分が多く ret/PTC1 再配列が多

いこと、④BRAF変異は年齢と相関し被曝の有

無とは関係しないことを明らかにしてきた。 

(3)DNA二本鎖切断を修復する新規分子マ

ーカー53BP1に関しては、甲状腺がんにお

いて結論は得られてない。FOXE1のSNP解析

に関する解析では、自然発がんと明らかな

差は見られていない。 

(4)放射線誘発腫瘍研究の最大の関心は放射

線被曝に特異的な遺伝子異常が存在するか

否かであるが、現在まで特異的な遺伝子傷害

は確認されていない。 

(5)CTBでは欧州のGenrisk-Tとの共同研究

で100例の自然発症乳頭癌症例と正常甲状

腺組織のRNA発現（Affymetrix法）、コピー

数におけるBac array CGHデータ、SNP配列

のデータが蓄積され提供を受けている。現

在は対照データベースとして濾胞癌の解析

が進めている。 
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